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編集  富良野市企画振興課

   へそと

  スキーと

 ワインの

まち

こ う ほ う

「みどり幼稚園 生活発表会」
みんなで楽しく「手のひらを太陽に」を
手話をしながら、歌いました。

撮影 大平 綾子さん

一生懸命練習してきた発表会。写真中央の女
の子がこの写真構成にインパクトを与えてい
ます。元気で楽しくそんな会場の雰囲気が伝
わってくる、とても良い作品です。（森）

平成１７年度　決算状況2
障害者自立支援法が本施行となりました４

みなさんの市・道民税が変わります６

パブリックコメント手続の結果をお知らせします８

まちのできごと

ズームアップふらの（樹海東小・樹海西小　最後の学芸会）１０

くらしの情報（児童虐待は人権侵害です）１２

みんなの児童館・花人街道・健康情報・消費生活　１６

文芸俳句短歌　わんぱくざかり　 編集後記１８
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平成１７年度の各会計決算がまとまりましたので

お知らせします。国の三位一体改革に伴う地方交

付税の減少など歳入の伸び悩みから、昨年度に引

き続き基金の取り崩しによる財源補てんを行う

厳しい財政状況となりました。

決算は９月議会に報告し、決算審査特別委員会へ

付託され、委員会審議ののち、１２月議会でその認

否が決められます。

※金額について、１万円未満は端数処理のうえ、
　記載しています。

決

一
般
会
計

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
１

２
４
億
円
で
し
た
が
、
歳
入
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
７
億
２
９
４
８
万
円

の
増
額
補
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
繰
越
明
許
費
６

１６

７
２
万
円
と
合
わ
せ
て
１
３
１
億

３
６
２
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
合
計
額
と
歳
出
合
計
額
の

差
し
引
き
額
は
１
億
６
６
２
０
万

円
と
な
り
、
実
質
収
支
は
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
が
、
基
金
の
取

り
崩
し
に
よ
る
臨
時
的
収
入
（
４

億
２
３
１
８
万
円
）
を
考
慮
す
る

と
、
実
際
上
は
収
支
に
不
足
が
生

じ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計

　

一
般
会
計
の
ほ
か
に
独
立
し
た

６
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
、
国
の

補
助
金
や
税
金
、
使
用
料
や
一
般

算 状 況

主な事業と費用

3,447万円東４線道路改良舗装
事業8,255万円西地区コミュニティ

センター整備事業

2,650万円麓郷東環状線道路改
良舗装事業5,994万円市庁舎改修事業

3,300万円北の峰右３丁目道路
改良舗装事業750万円山部・東山地区コミュ

ニティカー運行事業

2,448万円西４条道路改良舗装
事業1,359万円指定統計調査（国勢調

査等）

2,911万円日の出住吉町線道路
改良舗装事業1億3,233万円地域センター病院改

築対策事業

2億5,088万円市街地再開発事業878万円緊急搬送自動車購入
事業

2億1,400万円朝日通道路改良事業3,455万円ごみ処理の広域化事
業

7億9,140万円土地区画整理事業120万円老節布松南地区専用
水道水質検査補助金

1億3,964万円公営住宅建設事業425万円専用水道滅菌室築造
工事補助金

107万円山部小学校屋内運動場耐
力度調査委託事業1億3,796万円中山間地域等直接支

払事業

147万円教育用コンピュータ
整備事業3億2,269万円経営構造対策事業

1,000万円全国高等学校選抜ス
キー大会補助金1億3,398万円防衛施設周辺農業用

施設設置事業

852万円有料パークゴルフ場
管理運営事業100万円閑散期観光推進事業

補助金

平 成１１７７年 度

一般会計歳入・歳出分

歳入総額

131億3,659万円

地方交付地方交付税税
４８億3,986４８億3,986万万円円
（３6.9　　（３6.9％％））

市税
２２億9,731万円
　　（１７.5％）

市市債債
8億2508億250万万円円
（6.1　　（6.1％％））

国庫支出国庫支出金金
13億6,13513億6,135万万円円
（10.4　　（10.4％％））

道支出金
10億1,664万円
　　（7.7％）

そのその他他
17億1,108万17億1,108万円円
（13.0％　　（13.0％））諸収諸収入入

5億9,4625億9,462万万円円
（4.5　　（4.5％％））

繰入金
5億1,323万円
　　（3.9％）

歳出総額

129億7,039万円

民生民生費費
29億4,13729億4,137万万円円
（22.7　　（22.7％％））

土木費
25億6,353万円
　　（１9.8％）

公債公債費費
15億1,57115億1,571万万円円
（11.7　　（11.7％％））

総務総務費費
13億9,13513億9,135万万円円
（10.7　　（10.7％％））

教育費
12億8,155万円
　　（9.9％）

農林業農林業費費
11億1,92711億1,927万万円円
（8.6　　（8.6％％））

衛生費
10億9,225万円
　　（8.4％）

消防費
4億5,575万円
　　（3.5％）

商工費
3億5,945万円
　　（2.8％）

議会費
1億6,919万円
　　（1.3％）

災害復旧費
4,625万円
 （0.3％）

労働費
3,472万円
 （0.３％）
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決
算
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

　
　

財
政
課

維
３
９
‐
２
３
０
６

歳　　入
会　　　　計 歳　　出

差引収支
27億479万円

国 民 健 康 保 険 26億4,130万円
6,349万円

14億1,392万円
介 護 保 険 13億6,072万円

5,320万円
31億1,899万円

老 人 保 健 31億1,892万円
7万円

3,594万円
公 設 市 場 事 業 3,573万円

21万円
9億4,755万円

下 水 道 事 業 9億3,734万円
1,021万円

1億1,579万円
簡 易 水 道 事 業 1億1,307万円

272万円

収　　入
会　　　　計 支　　出

補てん額
4億482万円

収益的収支
水

道

事

業

３億9,893万円

7,960万円
資本的収支 1億8,681万円

1億721万円
4億5,942万円

収益的収支
ワ
イ
ン
事
業

4億3,019万円

資本的収支 2億7,321万円
2億7,321万円

特別会計

企業会計

一般会計歳入その他の内訳

5億1,957万円分担金及び負担金

3億7,330万円地方譲与税

2億7,203万円地方消費税交付金

1億8,182万円使用料及び手数料

7,473万円財産収入

8,839万円繰越金

8,785万円自動車取得税交付金

7,107万円地方特例交付金

1,135万円利子割交付金

1,105万円ゴルフ場利用税
交付金

755万円寄付金

494万円交通安全対策
特別交付金

280万円配当割交付金

368万円株式等譲渡所得割
交付金

95万円国有提供施設等所在
市町村助成交付金

市債の現在高

金　　　額区　　　分会計

1億6,443万円総務債

一般
会計

12億2,739万円民生債

3億3,743万円衛生債

17億9,777万円農林債

42億8,328万円土木債

2億8,733万円消防債

20億7,237万円教育債

3,751万円災害復旧債

5億2,690万円減税補てん債

1億3,337万円臨時税収補てん債

22億2,437万円臨時財政対策債

130億9,215万円計

2億888万円市場事業債
特別
会計 57億7,108万円下水道事業債

7億502万円簡易水道事業債

37億2,217万円上水道事業債企業
会計

１人当たり

固定資産税　　41,543円
市民税　　　　34,632円
市税総額　　　90,813円

１世帯当たり

固定資産税　　97,895円
市民税　　　　81,610円
市税総額　　 214,001円

人口　25,297人　
世帯　10,735世帯

※平成18年３月３１日現在の
住民基本台帳（住基ネット）

による。

会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
つ
の
会
計
の
当
初
予
算
額
は

　

億
９
５
０
０
万
円
で
、
４
４
８

８１８
万
円
を
増
額
補
正
し
予
算
現
額

は　

億
３
９
８
８
万
円
に
な
り
ま

８２
し
た
。

　

歳
入
合
計
額
と
歳
出
合
計
額
の

差
し
引
き
額
は
１
億
２
９
９
０
万

円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
す
。

企
業
会
計

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
ほ
か

に
独
立
し
た
水
道
と
ワ
イ
ン
の
企

業
会
計
が
あ
り
、
国
の
補
助
金
や

販
売
収
入
、
使
用
料
や
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
な
ど
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
つ
の
会
計
の
当
初
予
算
額
は

　

億
９
０
９
０
万
円
で
８
１
３
万

１３円
を
減
額
補
正
し
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
予
算
現
額
は　

億
８
２

１３

７
７
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
の
資
本
的
収
入

額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不

足
す
る
１
億
７
２
１
万
円
は
、
当

年
度
分
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整

額
４
４
５
万
円
と
過
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
１
億
２
７
６
万
円

で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

　

ワ
イ
ン
事
業
会
計
の
資
本
的
収

入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て

不
足
す
る
２
億
７
３
２
１
万
円
は
、

当
年
度
分
消
費
税
資
本
的
収
支
調

整
額
１
０
７
２
万
円
と
、
当
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
２
億
６
２

４
９
万
円
で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。
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障
害
者
自
立
支
援
法
が

本
施
行
と
な
り
ま
し
た

今
年
４
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
障
が
い
種
別
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
に
か
か

わ
ら
ず
、
共
通
の
制
度
に
よ
り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

月
か
ら
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
本
施
行
に
よ
り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
体
系
が
確
立
さ
れ
、
市
が

１０地
域
生
活
支
援
事
業
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
へ
と
変
わ
り
ま
し

た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問合せ
福祉課福祉総務係

　　　拶３９‐２２１１

　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
　

　
新
体
系
に

　
　

月
か
ら
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

１０
新
体
系
に
移
行
し
、
支
給
決
定
の
方
法
が

次
の
と
お
り
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

虚
支
給
決
定
に
あ
た
り
、
障
が
い
の
程
度

な
ど
を
調
査
し
ま
す
。　

許
審
査
会
に
お
い
て
、
障
害
程
度
区
分
を

認
定
し
、
支
給
決
定
を
行
い
ま
す
。

　

審
査
会
は
富
良
野
沿
線
５
市
町
村
で
共

同
設
置
し
、
関
係
機
関
か
ら
推
薦
さ
れ
た

５
名
の
委
員
が
認
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

障
害
程
度
区
分
は
１
（
軽
度
）
か
ら
６

（
重
度
）
に
認
定
さ
れ
、
そ
の
区
分
に
応
じ

た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
手
続
き
の
流
れ
は
図
１
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

※
す
で
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方

に
は
連
絡
済
み
で
す
。

　
障
が
い
児
施
設
の
利
用
者
　

　
負
担
が
変
わ
り
ま
す

　
　

月
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

１０
が
原
則
１
割
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
旭
川
児
童
相
談
所

拶
０
１
６
６
‐
２
３
‐
８
１
９
５

　
補
装
具
費
の
利
用
者
　
　
　

　
負
担
を
見
直
し
ま
す

　

補
装
具
費
は　

月
か
ら
利
用
者
負
担
が

１０

原
則
１
割
と
な
り
、
所
得
に
応
じ
た
月
額

負
担
上
限
額
を
設
定
し
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
補
装
具
と
し
て
い
た
ス
ト
マ

用
装
具
な
ど
「
日
常
生
活
用
具
」
へ
移
行

し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
生
活
支
援
事
業

　

市
で
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
本
施

行
に
伴
い
、　

月
か
ら
地
域
生
活
支
援
事

１０

業
を
市
町
村
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

虚
相
談
支
援
事
業

　

障
が
い
が
あ
る
方
の
相
談
や
居
住
の
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助

言
、
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
自
立
し
た

日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生
活
を
営
め
る
よ
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う
援
助
を
行
い
ま
す
。

※
利
用
料
は
無
料
で
す
。

許
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

　

手
話
通
訳
者
の
派
遣
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
利
用
料
は
無
料
で
す
。

距
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

創
作
的
活
動
（
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や

手
芸
工
作
、
絵
画
な
ど
）
や
生
産
活
動

（
障
が
い
の
特
性
及
び
能
力
に
応
じ
た
作

業
指
導
な
ど
）
の
機
会
の
提
供
な
ど
、
地

域
生
活
支
援
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
施
設
で
す
。

　

事
業
を
行
う
施
設
と
し
て
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
「
リ
リ
ー
」
を
指
定
し
て
い

ま
す
。

※
利
用
料
は
無
料
で
す
（
見
学
可
）。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
送
迎
（
無
料
）
や
、

昼
食
の
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
も
あ
り
ま
す
。

鋸
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

介
護
給
付
の
対
象
外
と
な
る
方
に
対
し
、

緊
急
か
つ
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
必
要
な
支
援

を
行
う
事
業
で
す
。

※
虚
→
鋸
の
事
業
は
「
社
会
福
祉
法
人
エ

ク
ゥ
エ
ー
ト
富
良
野
」
に
委
託
し
て
実
施

し
ま
す
。

漁
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

　

日
常
生
活
用
具
の
給
付
な
ど
に
か
か
る

費
用
の
利
用
者
負
担
は
原
則
１
割
で
す
。

※
月
額
負
担
上
限
額
あ
り
。　

　

ス
ト
マ
用
装
具
、
入
浴
補
助
用
具
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

禦
移
動
支
援
事
業

　

屋
外
で
の
移
動
に
困
難
が
あ
る
障
が
い

が
あ
る
方
へ
、
外
出
の
た
め
の
支
援
を
行

い
、
地
域
に
お
け
る
自
立
生
活
や
社
会
参

加
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

※
利
用
者
負
担
は
原
則
１
割
で
す
。（
月
額

負
担
上
限
額
あ
り
。）

魚
日
中
一
時
支
援
事
業

　

日
中
に
お
け
る
活
動
の
場
を
確
保
し
、

家
族
の
就
労
支
援
や
一
時
的
な
休
息
の
支

援
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

　

特
殊
学
級
や
養
護
学
校
に
通
っ
て
い
る

小
学
校
４
年
生
か
ら　

歳
未
満
の
児
童
を

１８

一
時
預
か
る
施
設
と
し
て
、
タ
イ
ム
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
「
え
く
ぼ
」
と
委
託
契
約
し
実

施
し
て
い
ま
す
（
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

ま
た
、
知
的
障
が
い
児
の
支
援
を
行
う

施
設
と
し
て
「
南
富
良
野
か
ら
ま
つ
園
」

と
委
託
契
約
し
て
い
ま
す
。（
送
迎
が
あ
り

ま
す
。）

※
見
学
も
で
き
ま
す
。

亨
そ
の
他

　

更
生
訓
練
費
給
付
事
業
、
経
過
的
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
、
社
会
参
加
促
進
事
業
が

あ
り
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業
の
申
請
、
問
合
せ
先

福
祉
課
福
祉
総
務
係　

　
　
　
　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

胃
３
９
‐
２
２
２
２

○地域活動支援センター「リリー」
　住所　　富良野市本町１２番５号　　拶２２－３９３３
　　　　　　　　　　　　　（富良野地域生活支援センターと併設）
　（平成１８年１０月開設、実施主体－社会福祉法人エクゥエート富良野）

○タイムケアセンター「えくぼ」　
　住所　　富良野市栄町６番７号　　拶２２－３９３３
　（平成１８年１０月開設、実施主体－社会福祉法人エクゥエート富良野）

○知的障害者更生施設「南富良野からまつ園」
　住所　　南富良野町字幾寅５２８－２　拶５２－３０００
　　　　　　　　（実施主体－社会福祉法人南富良野大乗会）　

施設の紹介

図１　支給決定手続き
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 －平成１９年度から－

税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成　

年
度
以

１９

降
の
市
・
道
民
税
が
次
の
よ
う
に
改

正
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
税
制
改
正
は
、
市
・
道
民
税

と
所
得
税
（
国
税
）
の
税
率
を
変
更

す
る
も
の
で
、「
市
・
道
民
税
＋
所
得

税
」
の
負
担
は
基
本
的
に
は
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
市
・
道
民
税
は
税
率
の

変
更
で
大
幅
に
増
額
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
定
率
控
除
（
平

成　

年
度
は
２
万
円
を
限
度
と
し
て

１８

　

％
減
額
）
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

７．５よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
増
額
と
な

り
ま
す
。

国
か
ら
地
方
へ
の
　
　

税
財
源
移
譲

　

地
方
分
権
を
積
極
的
に
進
め
て

い
く
「
三
位
一
体
改
革
」
を
実
現

す
る
た
め
に
税
制
改
正
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平

成　

年
度
か
ら
の
市
・
道
民
税（
住

１９
民
税
）
と
平
成　

年
１
月
か
ら
所

１９

得
税
（
国
税
）
の
税
率
な
ど
が
変

わ
り
ま
す
。今
回
の
改
正
で
は
市
・

道
民
税
（
住
民
税
）
と
所
得
税

（
国
税
）の
税
率
を
変
え
る
こ
と
で

国
の
税
収
が
減
り
、
地
方
の
税
収

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国

全
体
と
し
て
は
約
３
兆
円
の
税
源

が
国
か
ら
地
方
に
移
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

税
率
変
更
に
伴
い
負
担
が
増
減

し
な
い
よ
う
「
調
整
控
除
」
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
老
年
者
非
課
税
制
度
廃

止
に
伴
う
経
過
措
置
】　

段
階
的
に
負
担
が
増
え

ま
す

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在　

歳

１７

６５

以
上
の
方
（
昭
和　

年
１
月
２
日

１５

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
前
年
の

合
計
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の

方
は
平
成　

年
度
ま
で
市
・
道
民

１７

税
（
住
民
税
）
が
非
課
税
で
し
た

が
、
こ
の
措
置
は
平
成　

年
度
か

１８

ら
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

急
激
な
税
負
担
を
緩
和
す
る
た
め

に
段
階
的
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、　

歳
以
上
の
方
で

６５

収
入
の
少
な
い
場
合
、
申
告
の
必

みなさんの市・道民税が
変わります

問合せ
税務課市民税係

　　　拶３９‐２３０２

 【税率が変わります】税負担は基本的に変わりません

３段階の税率から、一律１０％に
　　（市民税６％・道民税４％）

⇒平成１９年6月分から適用
市民税

道民税

４段階の税率を、６段階に細分化
　　（所得税と住民税を合わせた税負担が
　　　　　　　　変わらないよう制度設計）

⇒平成１９年1月分から適用所得税

 【定率控除（減税）が廃止されます】税負担が増えます

平成１８年６月分から税
額の7.5％相当額を減額
（２万円を限度）

市民税

道民税

平成１８年１月分から税
額の１０％相当額を減額
（12.5万円を限度）

所得税

平成１９年６月分から廃止
市民税

道民税

平成１９年１月分から廃止所得税

平成１８年 平成１９年以降

⇒
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要
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平

成　

年
度
以
降
は
申
告
が
必
要
な

１８
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
税
務
課
市
民
税
係
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。合計所得金額

１２５万円以下の方

非課税

経過措置として
平成１８年度は税額の３分の２を減額
平成１９年度は税額の３分の１を減額
平成２０年度以降は、全額負担
※この経過措置は、昭和１５年１月２日
以前に生まれた方が対象となります。

課　税

平成１７年度 平成１８年度以降

⇒

【
こ
の
他
の
改
正
事
項
】　

　
　
　
　

平
成　

年
度
以
降
の
改
正
で
す

２０

◎
住
宅
ロ
ー
ン
控
除　
（
平
成　

年
度
よ
り
適
用
）

20

　

税
源
移
譲
で
所
得
税
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

が
所
得
税
額
よ
り
大
き
く
な
り
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、平
成　

年
か
ら
平
成　

年
ま
で
に
入
居
し
た
方
に
限
り
、

11

18

今
ま
で
所
得
税
か
ら
控
除
さ
れ
て
い
た
分
に
つ
い
て
は
、
申
告
に
よ
り

平
成　

年
度
分
以
降
の
住
民
税
の
所
得
割
額
か
ら
も
控
除
す
る
経
過

20

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
対
象
者
は
、
そ
の
年
の
3
月　

日
（
平
成　

年
は
3
月　

日
）
ま
で

15

20

17

に
市
町
村
に
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
確
定
申

告
を
提
出
す
る
場
合
は
、
税
務
署
を
通
し
て
申
告
書
を
提
出
し
ま
す
。

◎
税
源
移
譲
時
の
年
度
間
の
所
得
変
動
に
係
る
経
過
措
置

　
（
平
成　

年
度
の
申
告
）

20

　

平
成　

年
中
の
所
得
が
大
き
く
下
が
り
、
所
得
税
が
か
か
ら
な
く

19

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
平
成　

年
度
の
住
民
税
（
平
成　

年
中
の
所

19

18

得
で
計
算
）
で
税
負
担
が
上
が
っ
た
分
を
平
成　

年
分
の
所
得
税
で
調

19

整
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成　
19

年
度
分
の
住
民
税
を
移
譲
前
の
住
民
税
額
ま
で
減
額
す
る
経
過
措
置

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
対
象
者
は
、
平
成　

年
7
月
1
日
→
平
成　

年
7
月　

日
ま
で
の
間

20

20

31

に
平
成　

年
1
月
1
日
現
在
の
住
所
所
在
地
の
市
町
村
に
申
告
す
る

19

必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設

　
（
平
成　

年
度
住
民
税
・
平
成　

年
分
所
得
税
か
ら
適
用
）

20

19

　

従
来
の
損
害
保
険
料
控
除
を
見
直
し
、
地
震
保
険
料
控
除
が
創
設
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
平
成　

年
末
ま
で
に
締
結
し
た
長
期
損
害
保
険
料

18

（
保
険
期
間　

年
以
上
で
満
期
返
戻
金
の
あ
る
も
の
）
に
は
従
前
の
損

10

害
保
険
料
控
除
を
適
用
す
る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
短

期
損
害
保
険
料
控
除
は
廃
止
に
な
り
ま
す
）

 給与収入　1,600,000円　単身の方

平成２０年度平成１９年度平成１８年度

41,500円41,500円20,300円市･道民税

19,500円19,500円35,100円所得税

61,000円61,000円55,400円計

 給与収入　3,500,000円　夫婦と子ども２人
　　（妻は収入なし、子どもは中学生と高校生）

平成２０年度平成１９年度平成１８年度

40,000円40,000円26,000円市･道民税

11,700円11,700円21,100円所得税

51,700円51,700円47,100円計

 年金収入　2,400,000円　
 夫婦２人　老年者非課税廃止経過措置あり
 （夫６８歳年金収入のみ、妻６４歳年金収入500,000円）

平成２０年度平成１９年度平成１８年度

35,000円23,300円6,100円市･道民税

15,000円15,000円27,000円所得税

50,000円38,300円33,100円計

１　市・道民税は所得割のみでこの他に均等割が課税 
　　されます。
２　計算するにあたり一定額の社会保険料控除がある
　　ものとして計算しています。
３　平成１８年度分は定率控除・定率減税が適用され、　
　　平成１９年度以降は廃止された税額です。

 具体的な例

 老年者非課税制度廃止による経過措置
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続続

（
市
民
の
意
見
募
集

（
市
民
の
意
見
募
集
））
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
すす

意見
件数意見募集期間意　見　募　集　案　件

０件
平成１８年９月２９日から

平成１８年１０月１８日まで

企業振興促進条例・企業振興促進条例施行規
則の改正（素案）

１件第８次富良野市交通安全計画について

０件
公民館・文化会館・生涯学習センター使用料
改正（素案）

●パブリックコメント手続の結果公表中　
　市ホームページ　市役所1階行政情報コーナー　山部・東山支所

◇
市
民
意
見
◇

・
自
転
車
の
無
灯
火
、
二
人
乗
り

な
ど
の
指
導
を
強
化
す
べ
き
。

・
自
転
車
の
通
行
可
能
区
域
を
明

確
化
す
べ
き
。

・
冬
季
は
自
転
車
も
冬
タ
イ
ヤ
の

使
用
を
指
導
す
べ
き
。

・
自
転
車
の
一
時
停
止
な
ど
啓
蒙

が
必
要
で
あ
る
。

・
交
差
点
で
自
転
車
を
下
車
し
な

い
で
の
横
断
禁
止
に
対
し
指
導
を

徹
底
す
べ
き
。

・
各
学
校
で
通
学
用
自
転
車
の
登

録
制
を
徹
底
す
べ
き
。

市
の
考
え
方

　

自
転
車
は
本
来
車
両
で
あ
り
、

道
路
を
通
行
す
る
場
合
は
、
車
両

と
し
て
の
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
自
転
車

乗
車
中
の
交
通
事
故
や
迷
惑
行
為

を
防
止
す
る
た
め
、
歩
行
者
や
他

の
車
両
に
配
慮
し
た
自
転
車
の
正

し
い
乗
り
方
に
関
す
る
普
及
啓
発

を
図
り
ま
す
。

　

特
に
、
自
転
車
の
歩
道
通
行
時

に
お
け
る
ル
ー
ル
の
周
知
・
徹
底

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
小
・
中
学
校
及
び
高
等
学
校

に
お
い
て
自
転
車
の
利
用
者
と
し

て
の
必
要
な
技
能
と
知
識
を
習
得

さ
せ
る
な
ど
、
交
通
教
育
の
推
進

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◇
市
民
意
見
◇

・
一
時
停
止
の
標
識
の
停
止
位
置

が
道
路
事
情
と
ず
れ
て
い
る
箇
所

が
あ
る
。

・
通
学
路
な
ど
は
駐
車
禁
止
に
す

べ
き
。

市
の
考
え
方

　

少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
情
勢

の
変
化
に
対
応
し
、
子
ど
も
や
高

齢
者
が
安
全
か
つ
安
心
し
て
外
出

で
き
る
交
通
社
会
の
形
成
を
図
る

観
点
か
ら
、
通
学
路
、
生
活
道
路

な
ど
で
、
歩
道
整
備
な
ど
を
積
極

的
に
推
進
す
る
も
の
と
し
て
い
ま

す
。◇

市
民
意
見
◇

・
交
通
量
の
多
い
場
所
、
時
間
帯

に
信
号
無
視
で
横
断
す
る
歩
行
者

が
多
い
。
交
通
指
導
員
が
指
導
す

べ
き
。

・
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
の
交
通
安

全
運
動
は
事
故
が
劇
的
に
減
少
し

な
い
。

・
今
ま
で
の
自
動
車
運
転
者
を
中

心
に
し
た
注
意
指
導
だ
け
で
は
な

く
、
歩
行
者
や
自
転
車
へ
の
注
意

指
導
が
死
傷
者
減
少
に
連
動
す
る
。

・
大
型
店
舗
駐
車
場
で
、
出
口
、

入
口
の
表
示
を
無
視
す
る
。
こ
の

よ
う
な
態
度
が
子
ど
も
に
与
え
る

影
響
も
大
き
い
。

・
身
障
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
健

第
８
次
富
良
野
市
交
通
安
全
計
画
に
つ
い
て
の

市
民
の
意
見
の
概
要
と
市
の
考
え
方

常
者
が
駐
車
す
る
。
駐
車
違
反
と

同
等
の
処
分
を
す
べ
き
。

・
旗
波
運
動
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
配
布
な
ど
で
の
、
交
通
安
全

運
動
の
し
か
た
は
こ
れ
ま
で
の
実

績
か
ら
し
て
破
綻
し
て
い
る
の
で

そ
ろ
そ
ろ
止
め
て
欲
し
い
。

市
の
考
え
方

　

交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
着
け
る
た

め
に
は
、
生
涯
に
わ
た
る
学
習
を

促
進
し
て
市
民
一
人
ひ
と
り
が
交

通
安
全
の
確
保
を
自
ら
の
課
題
と

し
て
捉
え
る
よ
う
意
識
の
醸
成
を

促
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
心
身
の

発
達
段
階
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
段
階
的
か
つ
体
系
的
な
交

通
安
全
教
育
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

意
見
の
と
お
り
交
通
事
故
の
撲

滅
は
一
朝
一
夕
に
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
交
通
安
全
に
関

す
る
普
及
啓
発
活
動
を
推
進
し
、

交
通
安
全
運
動
の
機
会
を
利
用
し

て
交
通
安
全
思
想
普
及
の
働
き
か

け
を
行
う
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
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「
健
康
づ
く
り
」
の
　
　

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ

も
が
「
健
康
づ
く
り
」
に
気
軽
に

挑
戦
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

次
の
３
点
に
つ
い
て
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

虚
朝
日
ケ
丘
公
園
に
高
齢
者
の
健

康
器
具
道
具
の
設
置
。

許
朝
日
ケ
丘
公
園
に
冬
の
散
歩

コ
ー
ス
の
設
定
。

距
空
知
川
堤
防
を
１
週
間
に
１
度

ミ
ニ
除
雪
。

（
弥
生
町
 女
性
）

「
保
健
課
」
で
す

虚
の
回
答
に
つ
い
て

　

要
望
の
内
容
は
、
十
分
に
理
解

す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
朝
日
ケ
丘

公
園
は
、
利
用
範
囲
が
非
常
に
少

な
い
実
態
に
あ
り
、
ま
た
、
維
持

管
理
や
突
発
的
な
急
患
・
事
故
が

発
生
し
た
と
き
の
対
応
な
ど
、
課

題
も
多
く
、
設
置
は
困
難
で
す
。

許
の
回
答
に
つ
い
て

　

朝
日
ケ
丘
公
園
は
冬
の
ス
ポ
ー

ツ
の
一
つ
で
あ
る
歩
く
ス
キ
ー
の

大
会
や
競
技
の
練
習
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
会
や
練
習

以
外
の
時
間
は
、
歩
く
ス
キ
ー

コ
ー
ス
サ
イ
ド
を
利
用
し
て
の
散

歩
は
可
能
で
す
の
で
、
こ
ち
ら
の

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
周
囲
に
歩

く
ス
キ
ー
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
用

具
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

手
軽
に
利
用
が
で
き
、
健
康
管
理

に
も
有
効
で
す
の
で
、
散
歩
と
併

せ
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

距
の
回
答
に
つ
い
て

　

堤
防
に
つ
い
て
は
、
河
川
敷
の

一
部
で
あ
り
北
海
道
開
発
局
の
所

管
で
す
。
こ
の
た
め
北
海
道
開
発

局
の
担
当
部
署
と
打
ち
合
わ
せ
な

ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
駐
車
場

な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
総
合
的
に

整
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
現
段
階
に

お
い
て
は
、
困
難
で
あ
る
と
判
断

し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

職
員
利
用
に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
職
員
の
お

昼
休
み
に
ア
リ
ー
ナ
を
利
用
す
る

件
で
す
。
職
員
の
方
た
ち
が
、
健

康
の
た
め
に
と
お
昼
休
み
の
　
分
３０

た
ら
ず
の
短
い
時
間
で
す
が
、
卓

球
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
達
も

仲
間
に
入
れ
て
も
ら
い
、
と
て
も

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。
一
市
民

の
投
書
に
よ
り
、
お
昼
休
み
の
時

間
、
卓
球
に
出
て
来
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
な
ん
と
な
く
重
苦
し
い

空
気
に
な
っ
た
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
理
解
が
あ
り
、

利
用
者
に
も
気
を
配
っ
て
く
れ
る

職
員
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
職
員

の
方
た
ち
が
、
お
昼
休
み
の
時
間

に
気
兼
ね
な
く
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き

る
よ
う
に
是
非
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
緑
町
 女
性
）

「
ス
ポ
ー
ツ
課
」
で
す

　

要
請
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
出
向

い
て
指
導
し
ま
す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
　

推
進
に
つ
い
て

　
図
書
活
動
の
推
進
の
調
査
報
告

書
に
は
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
事

業
な
ど
を
積
極
的
に
展
開
す
べ
き

と
あ
り
ま
し
た
が
、
富
良
野
市
で

は
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
行
わ

な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

（
新
富
町
 女
性
）

「
図
書
館
」
で
す

　
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」と
は
、

市
町
村
の
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

行
わ
れ
る
乳
幼
児
検
診
の
機
会
に
、

受
診
し
た
す
べ
て
の
親
子
に
対
し

て
絵
本
な
ど
を
無
料
で
配
布
し
、

絵
本
を
開
く
こ
と
の
大
切
さ
や
楽

し
さ
を
伝
え
る
も
の
で
す
。
現
在

全
道　

市
の
市
立
図
書
館
中
、
８

３４

市
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の

声
ＶＶＯＯＩＩＣＣＥＥ

　

ま
た
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
の
協
力
を
得
て
、
月
に
５
回

程
度
の
幼
児
・
児
童
向
け
の
読
み

聞
か
せ
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
現
在
の
親
子
読
書

事
業
を
行
う
と
と
も
に
図
書
館
に

乳
幼
児
向
け
の
絵
本
を
多
く
取
り

揃
え
、
親
子
が
色
々
な
本
と
出
会

え
る
機
会
、
読
み
聞
か
せ
会
な
ど

の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
提
供
に
努
め

ま
す
。

市民の声

市
へ
の
質
問
・
意
見
や
、
広
く
市
民

に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
掲

載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
便
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど

必
ず
書
面
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

名
前
は
広
報
へ
掲
載
し
ま
せ
ん
が
、

内
容
確
認
な
ど
の
た
め
こ
ち
ら
か

ら
連
絡
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
必
ず
氏
名
・
連
絡
先
を
添
え
て
く

だ
さ
い
。

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る

こ
と
や
誹
謗
・
中
傷
な
ど
、
内
容
に

よ
り
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
る

こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

問合せ・送付先
　〒０７６‐８５５５　富良野市弥生町１番１号
　富良野市役所 企画振興課 
電話　３９‐２３０４　FAX　２３‐２１２１
電子メール
　富良野市ホームページのメールフォームを
ご利用ください。
　http://www.city.furano.hokkaido.jp/
　「あなたの声をまちづくりに」→「市民の声」
を選択

　

富
良
野
市
立
図
書
館
で
は
、
絵

本
の
無
料
配
布
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
平
成　

年
度
か
ら
、「
親
子

１７

読
書
事
業
」
と
し
て
、
図
書
館
司

書
が
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
乳
幼
児

七
か
月
検
診
に
出
向
き
、
対
象
者

に
対
し
「
絵
本
と
あ
そ
ぼ
う
」
と

い
う
冊
子
を
配
布
、
読
み
聞
か
せ

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
な
ど
、
絵

本
と
ふ
れ
あ
う
事
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
ま
す
。
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まちのできごと ZOOMUP
FURANO

ズズーームムアアッッププふふららのの　

学
校
統
合
に
よ
り
来
年
の
４
月
１

日
に
「
樹
海
小
学
校
」
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
る
樹
海
東
小
学
校
と
樹
海
西

小
学
校
。
両
校
と
し
て
最
後
の
学
芸

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
臥
は
、
樹
海
東
小
学
校

１０

２１

で
、「
ラ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
主
役
は
わ
れ

ら
東
っ
子
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
劇

や
遊
戯
、
器
楽
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
た

く
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
、
訪

れ
た
父
兄
・
地
域
の
方
た
ち
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
全
校
生
徒
に
よ

る
劇
「
ふ
る
さ
と
物
語
」
で
は
、
児

童
が
ふ
る
さ
と
探
検
隊
で
調
べ
た
こ

と
を
も
と
に
、
地
域
や
学
校
の
歴
史

を
忠
実
に
再
現
し
、
東
小
学
校
の
記

憶
を
い
つ
ま
で
も
と
ど
め
て
お
く
、

素
晴
ら
し
い
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

月
５
日
蚊
は
、
樹
海
西
小
学
校

１１
で
学
芸
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
早
い
段
階
か
ら
準
備
を
始
め
「
か

が
や
け
！
樹
西
の
ス
タ
ー
た
ち
さ
い

こ
う
の
ス
テ
ー
ジ
を
！
」
を
テ
ー
マ

に
、
準
備
の
段
階
か
ら
全
員
が
主
役

の
気
持
ち
を
持
ち
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
会
場
の
全
員
で
、
老
節
布

の
自
然
、
幼
い
頃
の
学
び
舎
に
思
い

を
は
せ
な
が
ら
「
ふ
る
さ
と
」
を
合

唱
し
ま
し
た
。

　

両
校
と
も
、
児
童
・
先
生
・
保
護

者
一
人
ひ
と
り
の
努
力
と
協
力
に
よ

り
、「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
が
こ

も
っ
た
、
思
い
出
の
残
る
学
芸
会
と

な
り
ま
し
た
。

樹
海
東
小
・
樹
海
西
小

最
後
の
学
芸
会

思い出にのこる学芸会

▲樹海西小学校

▲樹海東小学校

「
ふ
ら
の
食
材
を
食
べ
る
会
」　

　
　
　
　
　
　
（
鈴
木　

夢
平
）

　　
　

月　

日
牙
、「
ふ
ら
の
食
材

10

２６

を
食
べ
る
会
」
が
文
化
会
館
で

行
わ
れ
、
約
１
２
０
名
が
訪
れ

ま
し
た
。「
学
ぶ
」
で
は
、
朝
食

の
大
切
さ
、
食
育
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。「
食
べ
る
」
で
は

調
理
師
会
の
方
が
包
丁
の
使
い

方
を
披
露
し
て
会
場
か
ら
拍
手

が
起
き
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後

試
食
を
し
、
普
段
食
べ
ら
れ
な

い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
司
会
者

の
声
が
か
き
消
さ
れ
る
ほ
ど
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。「
ふ
ら
の
食

材
を
食
べ
る
会
〜
お
い
し
く
食

べ
て　

め
ざ
せ
元
気　

健
康
ふ

ら
の
〜
」
は
大
好
評
で
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

初めての取材緊張しました
　
　

月　

日
牙
、
富
良
野
東
中
学
校
の
2

10

２６

年
生
が
市
役
所
や
会
社
、
店
舗
な
ど
で
職

場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
市
役
所
に

は　

名
が
各
職
場
に
分
か
れ
て
職
場
体

１９
験
を
行
い
ま
し
た
。
広
聴
広
報
係
で
体
験

を
し
た
の
は
鈴
木
夢
平
く
ん
。

　

こ
の
日
、
富
良
野
保
健
所
の
主
催
に
よ

る
「
ふ
ら
の
食
材
を
食
べ
る
会
」
の
取
材

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
カ
メ

ラ
で
会
場
の
様
子
を
撮
っ
た
り
、
講
演
の

内
容
の
メ
モ
を
取
っ
た
り
真
剣
に
取
組

ん
で
い
ま
し
た
。
体
験
後
、鈴
木
く
ん
は
、

「
仕
事
の
や
り
が
い
、
楽
し
さ
、
厳
し
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
仕
事
は
人

と
人
と
の
関
わ
り
が
大
事
だ
と
感
じ
ま

し
た
。」
と
１
日
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し

た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

広
報
１
日
体
験

鈴木くんが撮影した写真
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将来のオリンピック選手へ

チ
ャ
レ
ン
ジ

体
操
教
室

今後も地域に根ざした番組づくりを！
　

地
域
Ｆ
Ｍ「
ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
」

が
開
局
２
周
年
を
記
念
し
、　
１１

月
4
日
臥
・
5
日
蚊
に
、
深
夜

を
含
む　

時
間
番
組
と
ふ
ら
の

27

広
場
で
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
し
た
。

　

一
昨
年
の　

月
６
日
に
開
局

１１

し
た
「
ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
」
は
、

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心

と
な
り
、
音
楽
や
職
場
、
地
域

な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
個
性
的
な

番
組
を
放
送
し
て
い
ま
す
。
今

回
の　

時
間
生
放
送
で
は
、
担

２７

当
者
が
工
夫
を
凝
ら
し
た　

番
３２

組
を
放
送
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

生
バ
ン
ド
や
模
擬
店
、
縁
日
な

ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
方
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
ふ
ら
の

２
周
年
記
念
事
業

　

子
ど
も
の
体
力
向
上
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
し
て
、
ソ
ウ
ル
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
で
、
現
在

は
タ
レ
ン
ト
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
、
信
田
美
帆
さ
ん
を
講
師

に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
体
操
教
室
」

が　

月　

日
蚊
に
ス
ポ
ー
ツ
セ

１１

１２

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

市
内
小
学
校
か
ら
３
年
生
以

上
の
児
童
約　

名
が
参
加
。
信

６０

田
さ
ん
か
ら
、
手
と
り
足
と
り

マ
ッ
ト
運
動
や
跳
び
箱
な
ど
、

基
本
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
中
心

に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。 

　

始
め
は
少
し
緊
張
し
て
い
た

子
ど
も
た
ち
も
、
い
つ
の
ま
に

か
み
ん
な
笑
顔
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
最
高
の
お
手
本
に
な

り
ま
し
た
。

テーマは、「育もう北国の薫り高きふらのの文化」
　
　

月
３
日
画
・
４
日
臥
の
２

１１
日
間
、
文
化
会
館
な
ど
市
内
５

会
場
で
「
市
民
文
化
祭
」
が
行

わ
れ
、
約
３，

７
４
８
名
の
市

民
が
芸
術
文
化
に
ふ
れ
ま
し
た
。

　

富
良
野
会
場
で
は
、
文
芸
・

絵
画
・
写
真
･
書
道
・
菊
花
な

ど
１，

４
１
４
点
を
展
示
。
個

性
的
な
創
作
作
品
に
、
訪
れ
た

方
か
ら
は
「
素
敵
な
作
品
、
自

分
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と

い
う
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

文
化
の
日
の
３
日
に
は
、
富

良
野
市
功
労
表
彰
、
文
化
団
体

協
議
会
の
文
化
功
労
賞
・
文
化

奨
励
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

ZOOMUP
FURANO

市
民
総
合
文
化
祭

子どもたちの笑顔は元気の源です　　　

　
　

月　

日
峨
、
富
良
野
小
学

１０

３１

校
体
育
館
で
こ
と
ぶ
き
大
学
と

富
良
野
小
の
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
校
舎
内
を
見
学
し
、

児
童
が
書
い
た
絵
や
作
品
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

５
年
生
と
一
緒
に
「
赤
と
ん

ぼ
」を
歌
っ
た
り
、「
八
木
節
」を

鈴
、
タ
ン
バ
リ
ン
な
ど
で
演
奏

に
参
加
し
、
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
１
年
生
と
は
、「
じ
ゃ
ん
け

ん
列
車
」「
輪
に
な
ろ
う
ゲ
ー

ム
」
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、

体
育
館
中
を
走
り
回
っ
て
い
ま

し
た
。
み
ん
な
疲
れ
た
様
子
も

な
く
終
始
笑
顔
で
、
こ
と
ぶ
き

大
学
の
方
た
ち
は
、「
子
ど
も
達

と
一
緒
に
交
流
で
き
て
元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
」
と
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

ことぶき大学と富良野小の交流会
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く
ら
し

年
末
年
始
の
火
災
予
防

◆
小
売
店
・
ス
ー
パ
ー
・
ホ
テ
ル

　

売
り
出
し
な
ど
に
よ
り
混
み
合

う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

防
火
安
全
対
策
の
徹
底
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
事
業
所
な
ど

　

休
業
期
間
中
は
火
の
消
し
忘
れ

や
周
囲
に
ご
み
な
ど
を
放
置
し
て

お
く
と
放
火
の
危
険
性
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
防
火
管
理
の
徹
底
を
お

願
い
し
ま
す
。

今
月
の
手
続
き
       師
走

１２月

Decem
ber

国
民
年
金

老
齢
基
礎
年
金

裁
定
請
求

昭
和　

年　

月
生
ま
れ
（
満　

歳
）
の
方
は
、
誕
生

１６

１２

６５

日
の
前
日
以
降
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

厚
生
年
金
の
受
給
者
は
、誕
生
月
に
送
ら
れ
て
く
る

は
が
き
が
、基
礎
年
金
の
手
続
き
に
な
り
ま
す
の
で
、

改
め
て
手
続
き
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

栢
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
預
金
通
帳
・
戸
籍
謄
本
・
住
民
票
謄
本
な
ど

栢
市
役
所
③
番
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
一
般
家
庭

虚
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い

許
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
を
し
な
い

距
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
そ
の

場
を
離
れ
な
い

鋸
風
の
強
い
と
き
は
焚
き
火
を
し

な
い

漁
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

禦
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た

こ
足
配
線
は
し
な
い

魚
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い

架
消
防
本
部
予
防
課

拶
２
３
‐
５
１
１
９

心
身
障
が
い
者
の
巡
回
相
談

◆
と　

き　

１
月　

日
俄
午
後
１

１５

時
→　

日
牙
正
午

１８

◆
と
こ
ろ　

旭
川
市
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
お
ぴ
っ
た
」（
宮
前
通

東
４
１
５
５
番
地　
３０

◆
内　

容　

知
的
障
が
い
の
方
の

療
育
手
帳
の
交
付
の
可
否
及
び
、

障
が
い
程
度
の
判
定
。
そ
の
他
専

門
的
相
談
な
ど
。

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は　

月　

日
画
ま
で
に
連

１２

１５

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

架
福
祉
課
福
祉
総
務
係

拶
３
９
‐
２
２
１
１

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
取
扱
い

　

こ
れ
か
ら
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖

房
機
器
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
火
災
を
発
生
さ
せ
な

い
よ
う
、
次
の
点
に
注
意
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

虚
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
カ
ー
テ
ン
、

洗
濯
物
、
紙
な
ど
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い

許
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も

の
は
、
給
油
後
ふ
た
を
確
実
に
閉

め
る
こ
と

距
耐
震
自
動
消
火
装
置
付
の
も
の

を
で
き
る
だ
け
使
用
す
る

鋸
就
寝
・
外
出
時
に
は
完
全
に
消

火
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と

漁
地
震
に
よ
り
転
倒
し
た
り
、
煙

突
な
ど
外
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か

り
固
定
す
る
こ
と

禦
使
用
前
に
点
検
・
整
備
を
お
こ

な
う
こ
と

危
険
物
の
保
管

虚
灯
油
用
の
容
器
は
金
属
製
、
ま

た
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
（
推
奨
ラ

ベ
ル
・
認
定
証
付
）
の
も
の
を
使

用
し
、
必
ず
栓
を
し
っ
か
り
締
め

て
密
閉
す
る
こ
と

許
保
管
場
所
は
火
気
を
使
用
す
る

場
所
か
ら
遠
ざ
け
、
直
射
日
光
を

避
け
た
冷
暗
所
と
し
、
容
器
が
転

倒
し
た
り
破
損
し
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と

架
消
防
本
部
予
防
課

拶
２
３
‐
５
１
１
９

　次のような行為を見かけた、またはこのような行為を受
けたと思われる児童を発見したときは、富良野市家庭児童
相談室、旭川児童相談所、警察署などに通告・通報してく
ださい。児童虐待を発見したときに通告することは、国民
一人ひとりの義務とされています。心配・不安だと思った
ときは、そのまま見過ごさないで、通告してください。
　なお、通告者の氏名などについては、法律の規定により明かしてはな
らないこととなっていますので、ご安心ください。

◆身体的虐待
叩く、蹴る、殴るなど身体に傷を
負わせたり、生命に危険を及ぼす
ような行為をすることです。

◆性的虐待
子どもにわいせつな行為をする
ことや、させることです。

◆ネグレクト（養育の怠慢・拒否）
子どもの心身の健やかな成長を
そこなうなどの不適切な養育・監
護の怠慢、あるいは子どもの安全
に対する重大な不注意や無関心
をいい、同居人による虐待行為の
放置なども含まれます。

◆心理的虐待
ことばによるおどかしや拒否的
態度などで子どもの心を傷つけ
る行為のことで、子ども目の前で
家庭内暴力を行うことも含まれ
ます。

◎相談・通告先　富良野市家庭児童相談室（児童家庭課内）拶３９‐２２２３
　　　※閉庁日及び職員の勤務時間外は市役所警備室まで　拶３９‐２３００
　　　　　　　　旭川児童相談所　拶０１６６‐２３‐８１９５

児童虐待は人権侵害です！
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調
理
師
就
業
届
出
の
提
出

◆
届
出
の
必
要
な
調
理
師

虚
寄
宿
舎
・
学
校
・
病
院
・
事
業
所
・

社
会
福
祉
施
設
・
介
護
老
人
保
健

施
設
な
ど
の
ほ
か
、
多
人
数
に
飲

食
物
を
調
理
し
て
供
与
す
る
施
設

に
従
事
し
て
い
る
調
理
師
。

許
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、

そ
う
ざ
い
製
造
業
に
従
事
し
て
い

る
調
理
師
。

◆
届　

出　

平
成　

年　

月　

日

１８

１２

３１

現
在
の
調
理
従
事
者
場
所
な
ど
を

記
載
し
、
平
成　

年
１
月　

日
俄

１９

１５

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
届
出
用
紙
は
、
次
の
届
出
先
か

保
健
所
に
あ
り
ま
す
。

○
ニ
ュ
ー
樹
海　

佐
藤
さ
ん

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
８
８
０

○
酒
場
ひ
ろ
ち
ゃ
ん　

伊
藤
さ
ん

　
　
　
　
　

拶
４
２
‐
２
５
４
８

架
保
健
所
健
康
推
進
課

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
３
１
６
１

佐
呂
間
町
竜
巻
災
害
　
　

義
援
金
募
集

　

北
海
道
災
害
義
援
金
募
集
（
配

布
）
委
員
会
で
は
、　

月
７
日
に

１１

佐
呂
間
町
に
お
い
て
発
生
し
た
竜

巻
災
害
被
災
者
の
生
活
支
援
な
ど

を
図
る
た
め
義
援
金
を
募
集
し
し

て
い
ま
す
。

◆
募
集
期
間　
　

月
８
日
画
ま
で

１２

◆
取
扱
窓
口　

日
赤
富
良
野
市
地

区
（
市
福
祉
課
内
）、
富
良
野
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
い
ち
い
内
）、
市

内
金
融
機
関
窓
口

虚
指
定
銀
行
口
座

・
北
洋
銀
行
札
幌
南
支
店

　

普
通　

４
２
６
８
０
０
０

・
北
海
道
銀
行
本
店

　

普
通　

１
７
３
９
９
１
９

・
札
幌
銀
行
本
店

　

普
通　

１
３
５
９
１
３

・
札
幌
信
用
金
庫
本
店

　

普
通　

４
２
４
２
９
３
６

　

口
座
名
義　

　

北
海
道
災
害
義
援
金
募
集
（
配 

　

分
）
委
員
会 
会
長 
伊
藤
義
郎

※　

月
８
日
ま
で
振
込
手
数
料
は

１２
免
除
さ
れ
ま
す
。

許
郵
便
振
替
口
座

・
口
座
番
号　

　

０
２
７
７
０
‐
８
‐
３
０

　

口
座
名
義

　

日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支
部

・
口
座
番
号

　

０
２
７
９
０
‐
５
‐
４
０

　

口
座
名
義

　

北
海
道
共
同
募
金
会

距
現
金
な
ど
を
持
参
さ
れ
る
場
合

・
日
本
赤
十
字
社
富
良
野
市
地
区

の
窓
口
（
市
福
祉
課
内
）

・
富
良
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

窓
口
（
い
ち
い
内
）

架
福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

　

い
ち
い　

拶
３
９
‐
２
１
５
５

受講料研修期間定員コース内容対象者コース名

３０,０００円

平成１９年
1月１０日我→
　　　　1月１２日画

（3日間）
２０名

現場の様々なムダを取り除くための５Sをど
のように実践し、定着化させていくかを演習
を通じて学びます。

生産部門の
リ ー ダ ー、
リーダー候
補者

すぐできる５Sの基本
～現場が変わるルー
ルづくり～

24,000円

平成１９年
1月２３日峨→
　　　　1月２４日我

（2日間）
２０名

運送業をめぐる経営環境の中で荷主の信頼を
勝ち取って、売り上げを伸ばし利益を増やして
強い企業への変革をめざすための方策などを
学びます。

運送業の経
営者、役員、
管理者

運送業向け～厳しい環
境の中でも全社一丸と
なって業績アップ！～

21,000円

平成１９年
1月３０日峨→
　　　　1月３１日我

（2日間）
２０名

ホテル・旅館業の抱える接客サービスや食な
どの具体的な経営課題について学びます。
（講師：ヒロ中田氏、貫田圭一氏ほか）

ホテル・旅館
業の経営者・
管理者

ホテル・旅館向け研修
～おもてなしの心～

30,000円

平成１９年
2月6日峨→
　　　　2月8日牙

（3日間）
２５名

・強い営業部門を育てるリーダーの役割
　（講師：日野眞明氏）
・「売れる仕組み」づくりと人材育成
　（講師：北龍賢氏）

営業部門の
リーダー管
理者

必勝！営業幹部のパ
ワーアップ講座

30,000円

平成１９年
2月１９日俄→
　　　　2月２１日我

（3日間）
２５名

・新分野進出と多角化の戦略事例
　（講師：阿座上洋吉氏、田島喜幸氏）
・自社変革のための選択・課題解決
　（講師：植草陽一氏、山下宏道氏）

建設業の経
営者、役員、
管理者

建設業のソフトラン
ディング戦略～新分
野進出と多角化～

研研研研研研研研研研研研研研研研研修修修修修修修修修修修修修修修修修のののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内 問合せ・申込先　中小企業大学校旭川校　拶０１６６‐６５‐１２００
※定員になり次第締め切りますので、お早めに申込みください。

１月４日牙一部窓口を臨時開庁します
　年末年始の休み（１２月３０日→１月８日）に入ること
から、市役所の一部の窓口を臨時に開きます。

◆臨時開庁日　１月４日牙
　　　　　　　午前８時４５分→午後５時１５分

◆臨時開庁窓口と業務

虚市民課（本庁舎１階）拶３９‐２３０１

　１番窓口　戸籍、住民票、印鑑証明など
　２番窓口　医療給付業務
　　　　　　（老人、重度、ひとり親家庭、乳幼児医療）
　３番窓口　国民年金業務
　４番窓口　国民健康保険業務

許税務課（本庁舎１階）拶３９‐２３０２

　７番窓口　固定資産評価証明など
　８番窓口　所得証明、課税証明など
　９番窓口　納税証明、納税相談など

距会計課（本庁舎１階）拶３９‐２３２１

　１０番窓口　各種税金などの納入など

鋸山部支所拶４２‐２１２１、東山支所拶２７‐２１２１

　各種申請、証明手続きなど

　架総務課総務法制係　拶３９‐２３００
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講
習

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
工
事
整
備
対
象
設
備
等
の
工
事

ま
た
は
整
備
に
関
す
る
講
習

◆
対
象
者　

虚
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受

け
た
日
か
ら
２
年
以
内
の
方
で
、

こ
の
講
習
を
受
け
て
い
な
い
方

許
消
防
設
備
士
の
講
習
を
受
け
た

日
か
ら
５
年
以
内
で
、
こ
の
講
習

を
受
け
て
い
な
い
方

◆
開
催
日
及
び
受
講
場
所

　

別
途
受
講
申
請
者
に
通
知
し
ま

す
。

◆
申　

込　
　

月　

日
我
ま
で
に

１２

２０

消
防
本
部
・
各
支
署
・
出
張
所
に

あ
る
受
講
申
請
書
に
よ
り
申
込
み

く
だ
さ
い
。

●
危
険
物
取
扱
者
試
験（
第
４
回
）

◆
と　

き　

平
成　

年
２
月　

日
蚊

１９

１８

◆
と
こ
ろ　

旭
川
市

◆
試
験
の
種
類　

甲
種
・
乙
種（
第

１
類
→
６
類
）・
丙
種

◆
受　

付　
　

月
５
日
峨
→　

日

１２

１４

牙
ま
で
の
間
に
消
防
本
部
・
各
支

署
・
出
張
所
に
あ
る
受
験
願
書
に

よ
り
申
込
み
ぃ
だ
さ
い
。

●
消
防
設
備
士
試
験
（
第
３
回
）

◆
と　

き　

平
成　

年
２
月　

日
蚊

１９

１８

◆
と
こ
ろ　

旭
川
市

◆
試
験
の
種
類　

甲
種
（
第
１
類

→
５
類
）・
乙
種（
第
１
類
→
７
類
）

◆
受　

付　
　

月
５
日
峨
→　

日

１２

１４

牙
ま
で
の
間
に
消
防
本
部
・
各
支

署
・
出
張
所
に
あ
る
受
験
願
書
に

よ
り
申
込
み
く
だ
さ
い
。

架
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

催
し

上
富
良
野
駐
屯
地
音
楽
隊

定
期
演
奏
会

◆
と　

き　
　

月　

日
我　

開
場

１２

１３

午
後
６
時　

開
演
６
時　

分
３０

◆
と
こ
ろ　

上
富
良
野
町
社
会
教

育
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
曲　

目　

　

サ
ビ
ッ
ク
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク

マ
ー
チ
、
激
流
の
中
へ
、
ス
ラ
イ

ダ
ー
ズ
・
ミ
ッ
ク
ス
ほ
か

◆
ゲ
ス
ト　

　
　

上
富
良
野
中
学
校
吹
奏
楽
部

◆
そ
の
他　

入
場
無
料
。
チ
ケ
ッ

ト
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気

軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

架
上
富
良
野
駐
屯
地
広
報
室

拶
４
５
‐
３
１
０
１
（
内
２
１
５
）

新
年
交
礼
会

◆
と　

き　

１
月
９
日
峨

　
　
　
　
　

午
前　

時
か
ら

１１

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
会
議
室

◆
会　

費　

５
０
０
円
（
当
日
会

場
で
徴
収
し
ま
す
）

◆
そ
の
他　

事
前
申
込
不
要

架
総
務
課
総
務
法
制
係

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
０

糖
尿
病
教
室
　
　
　
　

「
上
手
に
冬
を
乗
り
き
ろ
う
」

◆
と　

き　
　

月　

日
臥

１２

１６

　
　

午
前
９
時　

分
→　

時　

分

２０

１１

３０

◆
と
こ
ろ　

富
良
野
協
会
病
院
４

階
講
議
室

◆
内　

容　

　

血
糖
値
の
測
定
・
講
演
「
よ
く

わ
か
る
！
食
後
血
糖
の
話
」「
冬
を

上
手
に
乗
り
き
る
た
め
の
食
事
」

「
座
っ
て
で
き
る
運
動
」

◆
参
加
料　

無
料

◆
申　

込　
　

月　

日
峨
ま
で
に

１２

１２

申
込
み
く
だ
さ
い
。

架
富
良
野
協
会
病
院
地
域
医
療
福

祉
科　
　
　

拶
２
３
‐
２
１
８
１

富
良
野
混
合
合
唱
団
　
　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

◆
と　

き　
　

月　

日
蚊

１２

１７

　
　
　
　

開
場　

午
後
１
時　

分
３０

　
　
　
　

開
演　

午
後
２
時

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
会
議
室

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム　
「
ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン
グ
」「
組
曲　

風
の
子
守
歌
か

ら
」「
ロ
シ
ア
民
謡
」

◆
入
場
料　

無
料

架
澤
村
恵
美
子
さ
ん

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
４
３
２
６

ふらのワインハウスからのお知らせ
年末年始、１２月３１日・1月1日は休業させていただ
きます。1月2日より営業いたします。
みなさまのお越しをお待ちしております。
◆営業時間　午前１１時→午後８時
　　　　　　（ラストオーダー　午後７時３０分）
※定休日はありません。
架ふらのワインハウス　拶２３‐４１５５

ノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデディィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッックククククククククククククククククククククウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンングググググググググググググググググググググ講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習ノルディックウォーキング講習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
ストック（ポール）を突きながら歩くノルディック
ウォーキングは、普通の歩行に比べ、エネルギー消費量
が２割も増し、そのうえ膝腰など下肢への負担が、４分
の１も軽減されます。運動不足になりがちな北国の冬に
最適の「安全」で「効果的な」有酸素運動です。北海道
ノルディックフィットネスウォーキング協会は普及促
進活動の一環として講習会を実施します。どなたでもす
ぐにできますが、自分の身長にあったポールの長さを決
めるのに少々知識が必要です。ノルディックウォーキン
グ専用のストック（ポール）もありますが、まずは家に
あるものをご持参ください。靴は長靴で大丈夫です。
　悪天候の場合は中止します。

◆と　き　１２月の土曜日（2日･9日･１６日･２３日）
　　　　　午前１０時から約４０分程度
◆ところ　弥生町若葉通り市職員駐車場
◆と　き　１２月の日曜日（3日･10日･17日･２４日）
　　　　　午前１０時から約４０分程度
◆ところ　朝日ヶ丘公園パークゴルフ場側駐車場
※なお、都合で参加できない方は、3､4名程度集ま
れば出前講習会も開催します。
架角幡さん　拶２３‐４１６９　携帯０９０‐６９９６‐８３８３

しししししししししししししししししししししし尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定ののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
　し尿収集料金は、平成7年1月以来据置されていまし
たが、平成１９年1月より収集単価が改定となります。
　

現行　　収集単価　１０１.85円/２０渥
　　　　処理単価　 21.00円/20渥
　　　　　計　　　122.85円/20渥

改定　　収集単価　130.20円/２０渥
　　　　処理単価　 21.00円/20渥
　　　　　計　　　151.20円/20渥
架環境リサイクル課　拶３９‐２３０８
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年
金

保
険
料
の
追
納
制
度
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

が
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期

間
や
学
生
納
付
特
例
に
該
当
し
て

い
た
期
間
は
、
将
来
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
す
る
際
、
よ
り
有
利
な

年
金
額
と
な
る
よ
う
当
該
期
間
に

つ
い
て
後
か
ら
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
追
納
制
度
と
い
い
ま
す
。

　

追
納
す
る
場
合
は
、
次
の
こ
と

が
条
件
と
な
り
ま
す
。

虚
追
納
で
き
る
期
間
は
、
さ
か
の

ぼ
っ
て　

年
間
と
な
り
ま
す

１０

許
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
は
追
納

で
き
ま
せ
ん
。

距
追
納
す
る
場
合
、
古
い
分
か
ら

順
番
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
学
生
納
付
特
例
が
あ
る

場
合
は
、
学
生
納
付
特
例
が
先
に

な
り
ま
す
。

鋸
前
々
年
度
よ
り
前
の
年
度
の
属

す
る
月
に
つ
い
て
追
納
す
る
場
合

の
納
付
額
は
、
当
時
の
保
険
料
額

に
政
令
で
定
め
ら
れ
た
率
を
乗
じ

た
額
を
加
算
し
た
額
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.sia.go.jp/

）
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
支
払
い
は
お
忘
れ
な
く

架
市
民
課
国
保
年
金
係

拶
３
９
‐
２
３
０
１

国
保
税
６
期

介
護
保
険
料
６
期

　

月　

日
が
納
期
で
す
。

12

28

お忘れなく

開館時間は　　火→金曜日　午前１０時→午後６時
　　　　　　　土・日曜日　午前９時→午後５時　

●児童書（新着）
ふくだ　としおおおきくなったら
たちもと　みちこおほしさま

●一般書（新着）
堂門　冬二戦国一孤独な男・山本勘助
シドニー・シェルダン異常気象売ります(上・下)
浅田　次郎月下の恋人

図書館まつり
１２月８日晶→１７掌まで
●期間中のイベント　「絵本企画展」
９日松　午前１０時３０分（2階多目的ホール）
　絵本の読み聞かせ・映画・手づくり紙しばいの集い
９日松　午後1時３０分（2階多目的ホール）
　楽しい！おはなし隊がやってくる（すてきな４人組）
１３日昌　午後3時（2階多目的ホール）
　サークルどんぐり「絵本の読み聞かせ」
16日松　午後1時（2階サークル室）
　押し花で栞(しおり)作り(無料)
1７日掌　午前9時３０分→午後3時（2階多目的ホール）
　古本市　一人１０冊まで(無料）

休館日
定例休館日　毎週月曜日

整理休館日　３０日臥
祝日休館日　２３日臥
年末年始休館日　１２月３１日蚊→1月5日画

（１２月）

鰹問 図書館
拶２２‐３００５

◆
試
験
日
及
び
場
所

　

応
募
後
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

◆
居
住
要
件

　

採
用
後
、
市
内
に
通
勤
可
能
な

方◆
受
験
手
続
き

　

総
務
課
職
員
係
（
市
役
所
１

階
）
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
次
の
期
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　
　

月
４
日
俄
→　

月　

日
俄

１２

１２

２５

ま
で
の
午
前
９
時
→
午
後
５
時

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
き

ま
す
）。

　

郵
送
に
よ
る
申
込
み
は　

月
１２

　

日
俄
ま
で
の
着
信
に
限
り
ま

２５す
。

架
総
務
課
職
員
係　

拶
３
９
‐
２
３
０
０

富
良
野
市
職
員

【
平
成
　
年
４
月
１
日
採
用
】

１９

◆
募
集
人
員
と
受
験
資
格

看
護
教
員
【
１
名
】

　

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満

た
す
方

敢
保
健
師
、
助
産
師
ま
た
は
看

護
師
と
し
て
看
護
専
門
分
野
の

一
業
務
に
３
年
以
上
従
事
し
た

方
で
、
大
学
に
お
い
て
教
育
に

関
す
る
科
目
を
履
修
し
た
方

柑
保
健
師
、
助
産
師
ま
た
は
看

護
師
と
し
て
５
年
以
上
業
務
に

従
事
し
た
方
で
、
採
用
後
に
長

期
教
員
研
修
を
受
講
で
き
る
方

桓
専
任
教
員
と
し
て
必
要
な
研

修
を
受
け
た
方

棺
前
敢
→
桓
の
応
募
資
格
年
齢

は
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降

４１

に
生
ま
れ
た
方
と
し
ま
す
。

◆
試
験
内
容

　

個
別
面
接
に
よ
る
口
述
試
験

と
申
込
書
記
載
事
項
な
ど
に
つ
い

て
身
上
調
査
を
行
い
ま
す
。

平
成　

年
４
月
１
日
採
用

１９
職
員
採
用
試
験
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寄付  ありがとうございます

富良野市へ

麓郷保育所父母の会
　　加湿器　３台　

寿光園へ

日本たばこ産業珂旭川営業所
たばこ　２７０個　

富良野郵政協力会　
　　　　　車イス　１台　
柏原芳枝（山部）　　　
　花月(金のなる木）　１鉢
陸上自衛隊上富良野駐屯地
曹友会　箱ティッシュ９０個
富良野紫雲社　　　
　　　　　　　  米　６０茜

　　　

順不同・敬称略

最近のものであればテーマは自由募集写真
サービス判以上サ イ ズ
①住所②氏名（ふりがな）③電話番号④コメント
を添えて持参、郵送、メールのいずれかでお願い
します。

応募方法

企画振興課・山部支所・東山支所・カメラのサトー・
カメラのフクシ・カメラのヤスダ・大滝写真館・
フタバ写真館・写真工房ふらの

提 出 先

写真は横位置で撮ったもの（デジタルカメラで
撮った画像はデータでも良いです）。
写真は返却します。
※特集などにより掲載できない場合もあります。

そ の 他

公募による審査委員が決定します。
採用者には六ツ切写真をプレゼントします。選 考

富良野市弥生町１番１号 市役所２階
企画振興課広聴広報係 拶３９‐２３０４
メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp 

問合せ・
応 募 先 「全日本学童軟式野球北北海道大会」

佐々木 秀樹さん撮影

サービス判以上サ イ ズ
①住所②お子さんの氏名（ふりがな）③お子さん
の年齢④電話番号⑤コメントを添えて持参、郵送、
メールのいずれかでお願いします。
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占冠村
幻想的な雪と氷の世界へ

アイスビレッジ（氷の街）

　トマムの冬でしか出会うことができな
い氷の街、アイスビレッジ。
　アイスキャンドルの光が波のようにさ
ざめく広場を抜けると、そこには神秘的な
ドーム型の氷の教会が。すべてが氷ででき
た「アイスカフェ」、１０頭のハスキー犬に
よる迫力ある犬ぞりなど、トマムの冬の寒
さを楽しんでみませんか？

　　架占冠村観光協会　 拶３９‐８０１０

中富良野町

北星スキー場オープン

ウィンターシーズン到来！！夏のラベンダー
畑が、冬は町の景色を一望できるスキー場に
変身します。初心者から上級者、スノーボー
ダーもファミリーも、みんなで楽しめます。
ぜひお越しください。

◆オープン予定日　１２月２３日(土)

架中富良野町産業建設課

拶４４‐２１２３　

上富良野町

第20回北の大文字

　新年の幕開けを祝う年越しイベント『北
の大文字』。カウントダウンと同時に、日
の出公園の雪の斜面に「大」の文字が赤く
浮かび上がります。幻想的なムードの中、
夜空には花火も彩ります。会場では、冷え
たからだを温めてくれるあたたかい飲み
物などもありますので、ぜひご来場くださ
い。
◆と　き　１２月３１日(日)午後１１時→元旦未明
◆ところ　日の出公園

架北の大文字実行委員会　　　　　　　
拶４５‐２１９１　　　　　

南富良野町

富良野高原そばで

　　年越しはいかがですか？

　澄んだ空気と雄大な土地に育まれた北
落合産そば粉を１００％使用した「富良野高
原そば」。独特な歯ごたえとこしの強さ、
そして豊かな風味をお楽しみください。
　道の駅「南ふらの」と富良野物産セン
ターで販売していますので、ぜひご賞味く
ださい。

架農産物処理加工センター　 拶５２－3012
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ダイヤル交換市ダイヤル交換市
◆登録・希望は随時受け付けます。
◆登録期間は６カ月です。

 譲ります 
捌男性大人用スキーウエア（Ｍ）捌ミ
ニファンヒーター捌冷凍冷蔵庫捌オー
ディオセット捌学習机捌デジタルビデ
オカメラ捌空気清浄機捌電気コタツ一
式捌カシオ電子レジスター捌テレビ捌
冷蔵ショーケース捌自動車用タイヤ
（ホイル付）捌乾燥機捌洗面台捌スタン
ド式掃除機捌クラシックギター捌事務
用肘付イス捌オルガン捌火鉢捌電子オ
ルガン捌ホットプレート

 譲ってください 
捌長靴１８→２２㎝（夏用）捌歩行器捌車
イス捌着物・帯（夏物）捌自転車１６イ
ンチ捌ベビー用品一式

架消費生活センター 　拶３９‐１１６６
　月→金曜日 午前１０時→午後４時

※相談窓口・ダイヤル交換市は

病院を出た所で粗品をもらい、クジ引きをしました。「当
りましたよ！」と言われ、案内の方に付いていき何人か居

る会場で「１００万円の布団を半額で買える権利が当ったよ」と言
われ、他にもいろいろな品物をタダでもらい、すごく得した気
分で布団の契約をしました。車に乗せられ一緒に銀行へ行き現
金で支払いました。後で考えたら５０万円もの布団を買うつもり
は無かったので、解約したいのですが。

契約して４日目で、クーリング・オフ（契約解除）期間
であり書面を業者に送付しました。後日、自宅に業者が

来て「布団のカバーは買い取ってもらう」と言い、布団カバー
分を引いた金額を返金し、カバー分の領収書を置いて布団だけ
持ち帰ったそうです。この場合、クーリング・オフで無条件解
約ができますのでセンターから業者へ連絡、布団カバー分を返
金してもらったうえ、着払で返送し終了しました。季節的に外
の仕事も終わったこれからの時期、催眠商法（ＳＦ商法）が増
える傾向にあります。十分気をつけて、やむなく契約したらす
ぐセンターへご相談ください。

Ｑ

A

消費者相談 Ｑ＆Ａ 「当たりましたよ！」催眠商法　
　　　　　　　（７０代女性）

※消費生活センター・各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
　不用になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

ダイヤル交換市ダイヤル交換市

悪
い
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
老
化
を

促
進
？　

　

何
か
不
幸
な
出
来
事
に
遭
遇
し

た
中
高
年
者
が
、
そ
れ
を
契
機
に

心
身
の
急
激
な
衰
え
を
み
せ
、

「
め
っ
き
り
老
け
込
ん
だ
」な
ど
と

評
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

不
幸
な
出
来
事
、
す
な
わ
ち
悪
い

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
、
ス
ト
レ
ス

を
高
め
、
老
化
を
促
進
す
る
こ
と

が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
中
年
か
ら
の
老
化
予
防
に
関
す

る
心
理
学
的
検
査
」

　

東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
で

「
中
年
か
ら
の
老
化
予
防
に
関
す

る
心
理
学
的
検
査
」
を
ス
タ
ー
ト

し
、　

年
間
に
わ
た
る
追
跡
調
査

１０

に
よ
り
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
の
心

理
的
な
老
化
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
の
検
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
男
女
と
も
体

験
す
る
人
の
多
か
っ
た
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
は
、
自
分
と
家
族
の
大
き

な
病
気
や
け
が
、
孫
の
誕
生
、
親

し
い
友
人
と
の
死
別
、
暮
ら
し
向

き
の
急
変
（
大
き
な
借
金
を
す
る

な
ど
）、子
ど
も
の
再
就
職
、転
職
・

就
職
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
の
体
験
率

は
年
齢
層
が
若
い
ほ
ど
高
く
、
ま

た
１
年
間
に
２
つ
以
上
の
イ
ベ
ン

ト
を
体
験
し
た
人
の
割
合
も　

％
５８

で
し
た
。

良
い
・
普
通
・
悪
い
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
？

　

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
体
験
し
た

人
の
評
価
に
よ
っ
て
悪
い
イ
ベ
ン

ト
、
普
通
の
イ
ベ
ン
ト
、
良
い
イ

ベ
ン
ト
に
分
け
る
と
、
悪
い
イ
ベ

ン
ト
に
あ
げ
る
人
が
多
か
っ
た
の

は
自
分
や
家
族
の
大
き
な
病
気
や

け
が
、
親
し
い
友
人
と
の
死
別
な

ど
で
す
。

　

一
方
、
良
い
イ
ベ
ン
ト
に
入
っ

た
の
は
、
孫
の
誕
生
や
子
ど
も
の

入
学
な
ど
で
し
た
。

悪
い
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
ス
ト
レ

ス
の
指
標
が
高
く
な
る

　

さ
ら
に
イ
ベ
ン
ト
の
前
後
の
心

身
の
状
態
（
身
体
的
症
状
、
不
安
・

不
眠
、
う
つ
状
態
な
ど
）　

項
目

２８

に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の
回
答
を

数
値
化
し
て
ス
ト
レ
ス
（
心
理
的

不
適
応
）
の
指
標
と
し
た
と
こ
ろ
、

悪
い
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
多
く
体

験
し
た
人
ほ
ど
数
値
が
高
く
な
る

傾
向
が
は
っ
き
り
と
う
か
が
え
ま

し
た
。

　
「
調
査
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
が
、
ぜ
ひ
、
多
く
の
人
が

豊
か
な
老
後
を
送
る
た
め
に
調
査

が
役
立
つ
よ
う
に
し
た
い
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

富良野医師会　理事　渡部　秀雄

●生活習慣の改善鰻

～悪いライフイベントがストレスを高める～
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編集後記◆◆◆
■１１月からインドアのソフ
トテニスが始まりました。昨
年度は、数回しか参加できま
せんでしたが、今年は既に３
回と順調な滑り出しです。プ
レー自体は、お腹が邪魔して
イメージとかけ離れていま
すが、美容と健康のため、今
年は続けていきます。（と）

■雪が降った時、子どもは、
「雪だるま作りたいね」「ソリ
にも乗れるね」と無邪気に喜
んでいましたが、隣で私は雪
はね・路面凍結などの季節が
やってきたと素直に喜べな
い。昔やっていたボードも、
今では物置でほこりかぶっ
てサビているかも・・・。（み）

お子さんの
写真を募集
しています！

「恵子ちゃん、２歳
の誕生日　本当にお
めでとう竃」

　大平　 光明 さん
みつあき

(３歳）

　　　 　 恵子 さん  
けいこ

　(２歳）

学田三区

左から

　「電車あそびが大好きです！」

　左から　成瀬　 豪 さん（３歳）
ごう

　　　　　　　　 哲 さん（１歳１０カ月）
てつ

　　　　　　　　　　　　北斗町

北
風
に
口
笛
流
す
少
女
か
な

松
藤　

道
子

野
辺
送
り
し
き
り
に
尾
を
振
る
冬
の
犬

根
本　
　

宏

余
生
と
は
空
し
き
言
葉
も
ど
り
寒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
坂　

睦
美

短
日
の
用
件
の
み
の
受
話
器
お
く

辻　
　

ゆ
き

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
埋
め
る
冬
至
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
田　
　

瞳

小
春
日
や
軍
手
置
か
れ
し
庭
の
石

中
田　

通
子

数
か
ず
の
大
会
終
へ
て
夏
は
ゆ
く

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
友
よ
元
気
で　
　
　

大
石　
　

貞

じ
ゃ
が
い
も
よ
畑
一
面
ご
ろ
ご
ろ
と

掘
り
上
げ
ら
れ
て
日
差
し
ま
ば
ゆ
き　

鎌
田　

敬
子

五
日
見
ぬ
か
ら
松
の
丘
黄
に
変
り

一
つ
憂
ひ
の
う
す
墨
の
雲　
　
　
　
   
森
高　

緑
子

ぬ
ば
た
ま
の
湖
の
虚
空
に
颯
と
咲
く

大
輪
の
花
し
だ
れ
柳
に　
　
　
　
　
　

藤
本　

北
樹

ナ
ナ
カ
マ
ド
の
赤
き
実
た
わ
わ
に
揺
れ
て
ゐ
て

雀
さ
え
来
ず
秋
深
み
ゆ
く　
　
　
　
　

寺
島　

君
子


